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多いものを使用した。日本語は『故事俗信ことわざ大辞典』(1982) 1)を ,韓国語は『한국의  속담
 대사전』(2006) 2)を用いて ,身体語を含むことわざについての数量的分析を行った。日本語と韓
国語においてことわざと結びつくそれぞれの身体語は,必ずしも一致するとは限らない。日本の
ことわざに見られる[睫・目玉・目尻・鼻の下・腋の下・腸・胴・筋]などの身体語は,韓国のこ



























日本語(故事俗信ことわざ大辞典) 韓国語(한국의  속담  대사전) 
用例数(比率) 身体語項目数 用例数(比率) 身体語項目数 
頭部 1649(46%) 30 1740(47%) 30 
四肢部 884(25%) 26 909(25%) 29 
胴体部 387(11%) 15 736(20%) 17 
全身部 672(19%) 7 296(8%) 6 
合計 3592 78 3681 82 























































































 目と鼻と耳のように ,細部にわたり使われている身体語彙が日韓語共に存在する。視る ,嗅ぐ ,
聴くなどの感覚的な機能が備わっている器官であり,目と鼻は日本語の名称がより細分化され
ており,耳は韓国語の名称がより細分化されている。  
用例数の多い身体部位として,日本は目 (353),口 (296),頭 (208),顔 (151),耳 (144),鼻 (82)の
順に多く,韓国は目 (428),顔 (216),口 (179),鼻 (116),耳 (115),頭 (91)の順に多かった。目,鼻,
口などの感覚器官が集中している頭や顔などの身体語が含まれていることわざがかなり多いと








・가죽이  모자라서 눈을  냈는가(皮が足りなくて目を出したのか )｢他人はた易く目に見える物
事を見過ごしてしまう人をからかう言葉｣ 
・눈  뜨고  도둑 맞는다(目を開けて盗まれる )｢分かっていながら ,騙されたり損害を被ったりす
る｣ 
・계집의  얼굴이란 눈의  안경(女の顔は目の眼鏡 )｢女の顔の綺麗さは ,見る人により異なる｣ 
また ,日韓語に極端な差のある身体語彙として ,頬が挙げられる。日本語は下記の2用例 ,韓国
語は下記以外にも62用例もある。  
・頰を面へ直す｢実質に変わりはないが ,名目だけを変えるたとえ｣ 
・食事するとき舌を噛めば謗られる ,頬を噛めば誉められる｢俗説 ,周防山口付近の俗諺｣  
・내  것  주고 빰  맞는다(自分のものを与えて頬打たれる)｢人に親切をして ,損を被る｣ 
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わたり,隠れることがないものである｣ 
・가랑이에 두 다리 넣는다(股に二つの脚を入れる)｢忙しく慌てふためき暴れ狂う様子をいう｣ 





















・女が男を跨ぐとおめこが裂ける｢安芸三津漁民手記｣                 
・남자는 좆 방망이로 흥하고 망한다(男は陰茎の棒で興って亡びる)｢男は性器を正しく使う
と幸せになるが,間違って使うと不幸になる｣ 
・남자는 좆이 커야 정력도 강하다(男は陰茎が大きくてこそ精力も強い)｢性器の大きい男は色
情も盛んであるという俗説｣ 
・국 쏟고 보지 덴다(スープをこぼして女陰の火傷をする) ｢不幸な事が重なる｣ 





































・까마귀는 검어도 살은 희다(烏は黒くても身は白い)｢外見は醜くても,中身は美しい｣ 
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として，日韓の身体語を含むことわざを授業に取り入れてみたところ，学生の学習効果が上が
ったことが指摘できる。その要因として考えられるのは，①独特な表現の違いがはっきりと際
立っており，印象深く，覚えやすい。②独特な文化により形成されたため，異文化の理解に役
立つ。③身体語は身近なことばとして，親しみやすく，理解しやすい。といったことが挙げら
れる。 
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